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青森県小川原湖におけるカンムリカイツブリの繁殖過程と育雛行動の観察

安藤一次

〒033-0041青森県三沢市大町一丁目4番20号

はじめに

カンムリカイツブリＦｂ伽ｅｐｓｃ伽arusは，日本ではおもに冬鳥として渡来し,海岸や淡水湖沼，

大きな川に多くみられる．日本における繁殖個体数は少なく,約100羽程度と考えられている.環境

省レッドデータブック(環境省2002)では,青森県に繁殖する個体群を絶滅のおそれのある地域個

体群(LP)に指定しており,青森県の希少な野生生物(青森県2000)である．

カンムリカイツブリの繁殖は,1972年に青森県六ケ所村市柳沼で日本ではじめて確認された(青

森県1982)．その後は滋賀県,大阪府,三重県などで繁殖記録が報告されている(日本野烏の会

野烏記録検討会1994,1998,疋田1990,西出ほか2005)．青森県では,六ケ所村の市柳沼に続

いて同村の田面木沼,むつ市宇曽利山湖,弘前市三和砂沢,金木町嘉瀬清久,鶴田町廻堰,森

田村秋ケ館で繁殖が確認される(青森県2003)など繁殖地が広がってきている(図ｌ)．青森県東北

町小川原湖では2000年７月に繁殖がはじめて確認されてから(姥名純一私信)，繁殖過程を詳細

に追った報告はなかった．

／

図１.カンムリカイツブリの繁殖分布図

Fig.１．BreedingrangeofGreat-crestedGrebes．
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